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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 6月 3日 (2005.6.3)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ 】
　 貯 水 タ ン ク 内 に 収 容 し た 洗 浄 水 を 循 環 使 用 し 、 対 象 物 に 対 し 塗 布 剤 を 塗 布 処 理 す る に 際
し 該 対 象 物 に 付 着 し な か っ た 余 剰 の 塗 布 剤 を 該 洗 浄 水 で 洗 浄 し て 該 貯 水 タ ン ク 内 に 回 収 す
る よ う に な し た 洗 浄 装 置 の 該 洗 浄 水 を 浄 化 す る 装 置 で あ っ て 、 前 記 洗 浄 水 の 循 環 用 の 管 路
上 に 遠 心 分 離 機 を 設 け て 該 洗 浄 水 に 含 ま れ る 塗 布 剤 を 該 遠 心 分 離 機 に よ り 遠 心 分 離 し 、 浄
化 後 の 洗 浄 水 を 該 管 路 を 通 じ て 送 り 出 す よ う に な す と と も に 、 該 塗 布 剤 を 多 く 含 ん だ 汚 水
を 分 離 槽 に 流 入 さ せ て 分 離 し 、 水 を 前 記 洗 浄 水 の 循 環 経
路 上 に 戻 す よ う に な し た こ と を 特 徴 と す る 洗 浄 装 置 に お け る 循 環 洗 浄 水 の 浄 化 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、 前 記 遠 心 分 離 機 が サ イ ク ロ ン 式 分 離 機 で あ っ て 、 前 記 貯 水 タ ン ク か
ら 前 記 管 路 を 圧 送 さ れ た 洗 浄 水 を 口 径 の 小 さ な 絞 り 部 で 絞 っ て 容 器 の 略 接 線 方 向 に 勢 い 良
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く 流 入 さ せ 、 該 流 入 の 勢 い で 該 容 器 内 で 旋 回 流 を 起 さ せ て 中 心 部 の 浄 化 後 の 洗 浄 水 を 前 記
管 路 内 に 、 前 記 塗 布 剤 を 多 く 含 ん だ 前 記 汚 水 を 前 記 分 離 槽 に 流 出 す る よ う に な し て あ り 、
且 つ 該 遠 心 分 離 機 に は 前 記 絞 り 部 内 面 へ の 該 塗 布 剤 の 付 着 堆 積 を 防 止 す る 付 着 物 除 去 装 置
が 設 け て あ る こ と を 特 徴 と す る 洗 浄 装 置 に お け る 循 環 洗 浄 水 の 浄 化 装 置 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か に お い て 、 前 記 沈 殿 分 離 槽 に は 、
前 記 汚 水 の 流 入 時 に 内 部 の 水 が 撹 拌 さ れ る の を 防 止 す る 撹 拌 防 止 手 段 が 設 け て あ る こ と を
特 徴 と す る 洗 浄 装 置 に お け る 循 環 洗 浄 水 の 浄 化 装 置 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ～ ７ の 何 れ か に お い て 、 前 記 沈 殿 分 離 槽 は 下 部 が 先 細 り 形 状 と な し て あ っ て 、
該 先 細 り 形 状 の 部 分 に 前 記 塗 布 剤 の ス ラ ッ ジ を 集 め 濃 縮 沈 殿 さ せ る よ う に な し て あ り 、 且
つ 該 濃 縮 沈 殿 さ せ た ス ラ ッ ジ を 外 部 に 排 出 す る 排 出 装 置 が 設 け て あ る こ と を 特 徴 と す る 洗
浄 装 置 に お け る 循 環 洗 浄 水 の 浄 化 装 置 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 ０ ０ ０ ９ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 本 発 明 の 洗 浄 装 置 に お け る 循 環 洗 浄 水 の 浄 化 装 置 は こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に 案
出 さ れ た も の で あ る 。 而 し て 請 求 項 １ の も の は 、 貯 水 タ ン ク 内 に 収 容 し た 洗 浄 水 を 循 環 使
用 し 、 対 象 物 に 対 し 塗 布 剤 を 塗 布 処 理 す る に 際 し 該 対 象 物 に 付 着 し な か っ た 余 剰 の 塗 布 剤
を 該 洗 浄 水 で 洗 浄 し て 該 貯 水 タ ン ク 内 に 回 収 す る よ う に な し た 洗 浄 装 置 の 該 洗 浄 水 を 浄 化
す る 装 置 で あ っ て 、 前 記 洗 浄 水 の 循 環 用 の 管 路 上 に 遠 心 分 離 機 を 設 け て 該 洗 浄 水 に 含 ま れ
る 塗 布 剤 を 該 遠 心 分 離 機 に よ り 遠 心 分 離 し 、 浄 化 後 の 洗 浄 水 を 該 管 路 を 通 じ て 送 り 出 す よ
う に な す と と も に 、 該 塗 布 剤 を 多 く 含 ん だ 汚 水 を 分 離 槽 に 流 入 さ せ て 分 離 し 、

水 を 前 記 洗 浄 水 の 循 環 経 路 上 に 戻 す よ う に な し た こ と を 特 徴 と す る
。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ の も の は 、 請 求 項 １ に お い て 、 前 記 遠 心 分 離 機 が サ イ ク ロ ン 式 分 離 機 で あ っ て
、 前 記 貯 水 タ ン ク か ら 前 記 管 路 を 圧 送 さ れ た 洗 浄 水 を 口 径 の 小 さ な 絞 り 部 で 絞 っ て 容 器 の
略 接 線 方 向 に 勢 い 良 く 流 入 さ せ 、 該 流 入 の 勢 い で 該 容 器 内 で 旋 回 流 を 起 さ せ て 中 心 部 の 浄
化 後 の 洗 浄 水 を 前 記 管 路 内 に 、 前 記 塗 布 剤 を 多 く 含 ん だ 前 記 汚 水 を 前 記 分 離 槽 に 流 出 す る
よ う に な し て あ り 、 且 つ 該 遠 心 分 離 機 に は 前 記 絞 り 部 内 面 へ の 該 塗 布 剤 の 付 着 堆 積 を 防 止
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す る 付 着 物 除 去 装 置 が 設 け て あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ４ の も の は 、 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か に お い て 、 前 記

沈 殿 分 離 槽 に は 、 前 記 汚 水 の 流 入 時 に 内 部 の 水 が 撹 拌 さ れ る の を 防 止 す る 撹 拌 防 止 手 段
が 設 け て あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ８ の も の は 、 請 求 項 ～ ７ の 何 れ か に お い て 、 前 記 沈 殿 分 離 槽 は 下 部 が 先 細 り 形
状 と な し て あ っ て 、 該 先 細 り 形 状 の 部 分 に 前 記 塗 布 剤 の ス ラ ッ ジ を 集 め 濃 縮 沈 殿 さ せ る よ
う に な し て あ り 、 且 つ 該 濃 縮 沈 殿 さ せ た ス ラ ッ ジ を 外 部 に 排 出 す る 排 出 装 置 が 設 け て あ る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 ０ ０ ２ １ 】
　 　 【 作 用 及 び 発 明 の 効 果 】
　 上 記 の よ う に 本 発 明 は 、 洗 浄 水 の 循 環 用 の 管 路 上 に 遠 心 分 離 機 を 設 け て 、 そ こ で 洗 浄 水
に 含 ま れ る 塗 布 剤 を 遠 心 分 離 に よ り 除 去 し 、 浄 化 後 の 洗 浄 水 を 管 路 を 通 じ て 送 り 出 す と と
も に 、 塗 布 剤 を 多 く 含 ん だ 汚 水 を 分 離 槽 に 流 入 さ せ て そ こ で 分 離 し 、

水 を 洗 浄 水 の 循 環 経 路 上 に 戻 す よ う に な し た も の で 、 本 発 明 に よ れ ば 、 洗 浄
水 を 循 環 使 用 し な が ら そ れ ら 遠 心 分 離 機 及 び 沈 殿 分 離 槽 の 作 用 に よ っ て 、 洗 浄 水 に 含 有 さ
れ て 来 る 塗 布 剤 を 除 去 し 、 循 環 使 用 さ れ る 洗 浄 水 を 常 に 清 浄 に 保 つ こ と が で き る 。 こ こ で
上 記 分 離 槽 水 は 、 貯 水 タ ン ク へ と 返 送 す る よ う に な し て お く こ と
が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 請 求 項 ２ の も の は 、 遠 心 分 離 機 を サ イ ク ロ ン 式 分 離 機 と な し 、 貯 水 タ ン ク か ら 圧 送 さ れ
た 洗 浄 水 を 口 径 の 小 さ な 絞 り 部 で 絞 っ て 容 器 の 略 接 線 方 向 に 勢 い 良 く 流 入 さ せ 、 こ れ に よ
っ て 容 器 内 で 旋 回 流 を 起 さ せ て 遠 心 分 離 を 行 い 、 そ し て 中 心 部 の き れ い な 水 を 洗 浄 水 と し
て 管 路 内 に 、 ま た 塗 布 剤 を 多 く 含 ん だ 汚 水 を 分 離 槽 に 流 出 す る よ う に な し た も の で あ る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】

(3) JP 2003-145167 A5 2005.10.13

分 離 層 が 沈 殿 分 離 槽 で あ り 、
該

４

該 塗 布 剤 の 含 有 量 の
少 な い 清 浄 な

に よ り 分 離 さ れ た 清 浄 な



　 　 【 ０ ０ ２ ７ 】
　 　 【 作 用 及 び 発 明 の 効 果 】
　 請 求 項 ４ の も の は 上 記 、 そ こ に 流 入 す る 汚 水 の 流 れ に よ っ て
内 部 が 撹 拌 さ れ る の を 防 止 す る 撹 拌 防 止 手 段 を 設 け た も の で 、 こ れ に よ り 沈 殿 分 離 槽 内 で
せ っ か く 分 離 し た 洗 浄 水 と 塗 布 剤 と を 撹 拌 に よ り 再 び 混 合 状 態 と し て し ま う の を 防 止 す る
こ と が で き る 。 こ こ で 撹 拌 防 止 手 段 は 流 速 を 落 と す た め に 受 皿 を 設 置 し た り 、 内 壁 面 に 吐
出 口 を 向 け る な ど 様 々 な 形 態 で 構 成 す る こ と が 可 能 で あ る が 、 最 も 簡 単 な の は 次 の 手 段 に
よ る も の で あ る 。
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